4. モンスターを作ろう
○　目的：体のパーツの名前を言えるようになる。
○　対象：小学校2年生
○　語彙：head, shoulder, knee, toe, eye, ear, mouth, nose, hand. leg

          (ゲームで使うのはeye, ear, mouth, nose, hand, legのみ)

○　準備：体のパーツの絵カード、数字のサイコロ(グループ分)、体のパーツのサイコロ、モンスターを描く紙(輪郭3種類: ○,△,□)、CD、CDプレイヤー 

＜タスクの進め方＞
○　Pre-task
　１．Head, Shoulders, Knees and Toesを歌う。
　２．体の部分の言い方を、絵カードを使い、歌を思い出させながら導入する。

　３．ゲームのやり方を説明し、デモを見せる。
○　Task
　１．5人1組ぐらいのグループに分ける。
　２．輪郭の描いてある紙を配り、好きな輪郭を選ばせ、名前を書かせる。
　３．教師は体のパーツのサイコロを振り、出たパーツを尋ねる。
　　　児童は出たパーツを答える。
　４．教師のHow many?という問いを合図とし、グループの1人に数字のサイコロを振らせる。
  ５．サイコロを振った児童以外は、出た目の数を答える。
　６．出た数字の分だけ出たパーツを描く。

　７．1人1回ずつサイコロを振ったら終わり。
　８．グループで出来上がったモンスターを紹介しあう。
　　　　例）My monster has five eyes.

＜ワンポイント・アドバイス＞
　　人数がグループによって異なるときは人数の多いところに合わせ、全員がサイコロを振れるようにする。
　　Taskの８が難しい場合は、グループの中で面白いものを選び、クラス全体で教師が紹介してもよい。
　(Ayumi)
T: What’s this?  − S: Head.





T: Are you ready?  − S: Yes!


T: (Throw the body parts dice) What’s this?  − S: Eye!


T: How many?  − S: (Throw the number dice) Six!


T: Let’s draw six eyes!








